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新規加入応援企画
　　　 広島建労LINE
「友だち追加」でクーポンGET！
組合加入時にクーポン提示で
　　クオカード(1,000円分)プレゼント！

当機関紙は、無断での転用・転載・改変を禁止します。
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島
県
庁
に
お
い
て
県
・
土
木
建

設
局
建
設
産
業
課
よ
り
「
地
域

建
設
産
業
の
再
生
に
関
す
る
要

請
」
へ
の
回
答
（
詳
細
は
同
面

左
に
掲
載
）
を
受
け
ま
し
た
。

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
は

14
年
連
続
で
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
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全
建
総
連
第
42
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全
国
青
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技
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考
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日(

日)
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広
島
県
建
設
労
働
組

合
本
部
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

状
況
で
す
。
さ
ら
に
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週
休
２

日
制
の
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入
に
つ
い
て
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せ

賃
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で
積
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を
行
い
、
契
約
を
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っ
て
い
る
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、
私
た
ち
に
は
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て
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な
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事
な
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、
現
状

を
報
告
し
ま
し
た
。

公
共
工
事
に
お
い
て
、
最
終

下
請
ま
で
公
正
な
元
下
関
係
・

取
引
、
適
正
な
労
働
環
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の
実

現
、
適
正
な
法
定
福
利
費
等
を

含
ん
だ
単
価
と
適
正
な
賃
金
の

支
払
い
を
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保
す
る
こ
と
を
、

今
後
も
要
請
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て
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き
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す
。

た
。今
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は
６
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ま
し

た
。
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踏
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台
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前
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６
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。
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２
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９
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催
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。
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右
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れ
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械
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き
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ン
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ら
れ
る
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あ
り
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せ
ん
。

今
回
の
大
会
や
担
い
手
講
習

を
通
じ
て
、
若
い
技
能
者
が
普

段
の
仕
事
で
は
得
が
た
い
経
験

を
積
み
、
技
術
と
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に
磨
い
て
く
れ
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し
て
い
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す
。
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か
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側
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を
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す

課
題
に
取
り
組
む
参
加
者

地　域
建設産業の
再生に

関する要請

全国青年
技能競技
大会選考会

要請７項目と県の回答(要約)
要請１ 賃金引上げ、適正な価格転嫁（スライド条項等）法定福利費を含んだ適正な賃金支払い確保 

県回答 

第三次担い手3法を踏まえ、適切な労務費の確保、労務費以外の経費のしわ寄せ防止をはかるためとし
て、法定福利費に加えて労務費、材料費、安全衛生経費、建退共掛金なども労務費内訳書への内訳明示を
求めている。内訳書に記載された直接工事費が一定の基準を下回る場合は、労務費ダンピング調査を実施
するなど、取り組みを強化している。
同様に、今年6月以降、受注者が発注者に対し、適正な労務費等を雇用技能者や下請事業者へ支払うこと
を約する「コミットメント条項」を契約約款に導入した。元下請において努力義務規定となっているが、
今後は適正な労務費を支払うことを約する契約内容となるよう、コミットメント条項適用に向けた段階的
な拡大を図っていく。 

要請２ 下請指導ガイドラインの遵守し、健保適用除外制度の周知

県回答 

県発注工事において、平成30年4月以降、社会保険未加入業者を下請人とすることを原則禁止し、施工体
制台帳に記載されているすべての下請事業者について、健康保険等に加入しているか確認している。
なお健康保険等への加入原資となる法定福利費を適切に確保するため、工事費内訳書や請負代金内訳書に
法定福利費の内訳明示を求めている。 

要請３ 1日8時間・週40時間労働を基準とした適正な工期設定、週休2日導入に必要な労務費補填、必要経費・補正係数等を適正に積算・計上

県回答 

第三次担い手３法全面施行（昨年12月）を踏まえ、今年6月から労務費ダンピング対策強化をしている。
低価格入札者に対しては、入札時に提出する工事内訳書に労務費・材料費に記載がない場合は原則として
失格にしている。契約する場合も、労務単価が含まれている直接工事費が一定の水準を下回る場合は、受
注者に対して社会保険労務士による労務監査を実施することを義務付けており、賃金の支払い状況、休日
の管理の実態、労働条件が適切に確保されていることを確認することとしている。

要請４ 公契約条例を制定、審議会（仮称）の設置 

県回答 
公契約条例を制定することで公契約と民間契約に差が生じ、公共機関から発注する労働条件の良い事業へ
労働者が集まることへの懸念などの意見もあることから、慎重に対応していく必要があると考えている。

要請５ 
2026年度（令和8年度）建設業労働環境改善等助成事業の助成対象事業者「（３）県内の営業所で雇用す
る建設労働者に係る求人を現に行っていること」について、新規入職のみならず離職防止のために活用で
きるよう拡充すること

県回答 

建設業の現場においては、就労者の減少が続いており、将来の担い手不足や次世代への技術継承が懸念さ
れる状況である。こうした状況の改善の一助を目的として、新規入職や従業員の定着につながる労働環境
の改善等への取り組みに対する助成制度を昨年度から行っている。
目的としてまずは新規入職、いま入職している従業員も離職しないでほしい、という内容なので、ご理解
いただきたい。

要請６ 建設キャリアアップシステム（CCUS）の普及・促進を図ること

県回答 

CCUS活用については、担い手確保・働き方改革の実現、労働者の処遇改善を図るために必要な取り組みで
ある、と認識している。
建設工事において、入札参加資格の認定の時に、活用状況を評価項目として加点対象とするほか、令和4
年度から営繕工事におけるCCUS活用推奨工事の施行を経て、今年6月から請負対象設計金額1億2千万円以
上の工事を発注者指定型（原則義務付け）とし、それ以外を受注者希望型（任意）としている

要請７ 建退共の普及・促進、中退共も退職金掛金交付の対象とすること、県独自の掛金助成制度の創設

県回答 

建設労働者の雇用労働条件を改善するために、入札時に提出する工事費内訳書に建退共制度掛金の内訳明
示を求め、今年6月以降に明示していない場合は原則失格にするなど、厳格化を図っている。
また、建退共制度の履行状況を確認するため、共済証紙の購入状況については契約後1か月以内に確認す
るほか、工事完成時には掛金充当・実績総括表の提出を求め、現場従事者への掛金納付実態の把握に努め
ている。
県独自の掛金助成制度創設については、難しいと考えている。

実施期間：2026年6月1日(月)～2027年11月25日(木)まで
企画対象者：期間中に組合加入手続きを完了した方
手続きの流れ：
STEP1　広島建労LINE公式アカウントを「友だち追加」して
　　　　　クーポンを取得
STEP2　組合加入手続きの際、地連窓口でクーポンを掲示
STEP3　クオカード(1,000円分)を郵送でお届け
※クオカードは毎月集約・締日ごとに発送のため、到着まで
お時間をいただきます。

▶「持続的な安定発注」に向けた建設業の担い手確保のためには、①賃
上げにより担い手の処遇を改善すること、そのために、建設業者が賃
金の原資である労務費を適正に確保できるようにすること。②発注者
を含む関係者の行動変容により、担い手の賃金を競争原資としたダン
ピングによる受注競争を撲滅し、生産性や技術に基づく健全な競争環
境へ転換することが不可欠です。

▶そのため、建設業法等が改正され、令和7年12月から、建設工事の請負契約の価格交渉・契約締結
について新たなルールが適用されることになりました。

▶建設業者の皆様におかれては、以下のルールを遵守して取引していただくようお願いいたします。
◆受注に当たっては◆

レ適正な労務費を算出した上で、労務費等（材料費、労務費、法定福利費の事業主負担分、安全衛生経
費、建設業退職金共済制度の掛金）を内訳明示した見積書を作成・提出し、これを10年間保存してくだ
さい。注文者から請求があった場合は、契約成立までに見積書を交付しなければなりません。

レ労務費等が著しく低くなるような見積りはしないでください。違反した場合は、国土交通大臣等から
の指導・監督の対象となる可能性があります。

レ正当な理由なく、総価として通常必要と認められる原価に満たない金額による契約締結はしないでく
ださい。違反した場合は、国土交通大臣等からの指導・監督の対象となる可能性があります。

◆注文に当たっては◆

レ工事の規模等に応じて十分な見積り期間を設けるとともに、受注者から提出された見積書を考慮・尊重
してください。

レ提出された見積書に対し、労務費等が著しく低くなるような見積り変更依頼はしないでください。
違反した場合は、国土交通大臣等からの指導・監督の対象となる可能性があります。

レ従前に引き続き、取引上の地位を不当に利用し、総価として通常必要と認められる原価に満たない金
額による契約締結はしないでください。違反した場合は、国土交通大臣等の指導又は公正取引委員会
への措置請求対象となる可能性があります。

レ技能者を雇用する建設業者は、労務費だけでなく雇用に伴う経費も確保する必要が
あることに留意してください。

　　　　　　このほか、適正な取引に関する考え方は、「『労務費に関する基準』の
　　　　　　運用方針」に記載しています(https://roumuhi.mlit.go.jp/)

全面施行

第三次
担い手3法

賃　金
対策部

！

待ってるよ!

今年も
開催中

!

よろし
く

11/2（月）は労働保険料
2期分の引落日です。
口座への資金の
準備は前日までに
よろしくお願いします。

2026年（令和8年）10 月 10 日 発行第 825 号（1）
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　安全意識の向上と普及を目指すため、今年も下記の要項に沿って「労働安全標語」を募集し、
最優秀作品は来年度の広島建労安全対策部スローガンにします。ぜひご応募ください。

■内　　容：労働安全に関する標語
■文 字 数：できるだけ分かりやすい表現で簡潔なもの
■応 募 先：各地連事務所(県本部へ投稿があった場合、地連事務所へ転送)
■募集期間：8月～11月20日(金)まで
■謝　　礼：最優秀1本5千円・優秀1本3千円・佳作3本2千円(商品券にて)

■応募資格：組合員さんと、そのご家族
　　　　　　(1人1作品まで)
■選　　考：12月初旬
※入賞作品5本は、全建総連「労働安全標語募集」企画に、
　広島建労の代表作品として応募します。

「労働安全標語」を募集 安全対策部

手
続
き
の
流
れ

保
険
期
間
10
年

事
業
者
届
出

申
込
前
の
準
備

保
険
の
申
込

（
組
合
へ
）

工
事
着
工

現
場
検
査
の
実
施

専
門
の
検
査
員
に
よ
る

保
険
証
券
の
交
付

保
険
契
約
の
締
結

①基礎の配筋工事完了時
　（団体検査員）

②屋根工事完了時
　（機構検査員）

保
証
開
始

住
宅
の
引
き
渡
し

「
ゆ
う
ゆ
う
住
宅
」
は
、
全
建
総
連
・
広
島
建
労
が
住
宅
保
証
機
構
㈱

と
提
携
し
、
住
宅
品
質
確
保
法
・
住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
に
対
応
し
た
10

年
間
の
瑕
疵
担
保
責
任
保
険
が
付
帯
し
た
高
耐
久
・
高
品
質
な
戸
建
木
造

軸
組
み
住
宅
の
愛
称
で
す
。

「
ゆ
う
ゆ
う
住
宅
」
で
申
込
み
を
す
る
と
、
住
宅
保
証
機
構
㈱
の
保
険

料
が
大
幅
に
割
引
き
さ
れ
ま
す
。

ゆうゆう住宅はより高い設計施工基準で建てられる高耐久・高品質な住宅です。
※配筋検査は組合団体検査員講習受講者が検査します(保証部位は右図参照)。

保険適用に必要な書類は、書類申込またはインターネットで簡単便利に申し込み
ができます。

第一回現場検査(基礎配筋検査)を団体自社検査(自社検査)で行うことが出来ます。
※組合が行う団体検査員講習を有資格者が受講する必要があります。

住宅の延べ床面積 一般住宅 ゆうゆう住宅※ 差　　額
100㎡未満 63,680円 54,180円 9,500円　お得!

100㎡～125㎡未満 70,410円 57,990円 12,420円　お得!
125㎡～150㎡未満 83,940円 65,650円 18,290円　お得!
150㎡～180㎡未満 93,070円 71,040円 22,030円　お得!
180㎡～500㎡未満 111,770円 81,800円 29,970円　お得!

ゆうゆう
住宅

屋根

小屋組
屋根板

基礎

外壁

開口部

壁

柱

柱

土台

床板

横架材
斜材

1 2 3 4 5

メリット① 保険料が安い！一般住宅と比較しても約2割お得！

メリット② インターネット申請可能
※ゆうゆう住宅には事務手数料が含まれています。

利
用
で
き
る
住
宅

地階含めて
3層以下の住宅は2回

【中小企業者コース】 団体自主検査（自社検査）の場合

戸
建
木
造
住
宅
が

原
則
で
す(

２
世
帯

住
宅
や
、
基
礎
と
一

体
と
な
っ
た
Ｒ
Ｃ
造

車
庫
付
き
住
宅
等
も

利
用
で
き
ま
す)
。

保
証
の
対
象
と
な
る
部
分
は
、

住
宅
品
質
確
保
法
で
定
め
ら
れ
た

構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
と
雨

水
の
浸
入
を
防
止
す
る
部
分
で
す

(

長
期
保
証
＝
10
年
間)

。

メリット③ 現場検査手数料1回分節約

手
続
き
と
検
査
を
サ
ポ
ー
ト

申
請
は
組
合
で
！

話
に
耳
を
傾
け
る
参
加
者

ボウリングを楽しむみなさん

BBQを囲んで交流するみなさん

【
地
連
青
年
部
長
・
新
田
敏

雄
】
７
月
11
日(

土)

は
山
口
市

の
か
め
福
Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ
、

12
日(

日)

は
建
設
山
口
本
部
会

【
県
・
青
年
部
長
・
西
濵
恭

兵
】
８
月
23
日(

日)

、
東
広
島

市
西
条
町
の
賀
茂
ボ
ー
ル
で
青

年
部
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
地
連
か
ら
青
年
部
員
25
人
、

来
賓
・
職
員
４
名
の
計
29
人
が

館
の
２
会
場
で
、
中
国
地
協
青

年
部
交
流
集
会
が
延
べ
38
人
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
地
方

４
県
の
青
年
部
が
集
ま
り
、
２

日
間
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

講
演
会
で
は
、
小
縣
全
国
青

協
総
務
を
講
師
に
迎
え
、
「
青

年
部
の
取
り
組
み
や
活
動
事
例
」

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
内
容
は
、
全
国
の
青
年

部
活
動
の
報
告
や
取
り
組
み
、

組
織
拡
大
運
動
の
紹
介
で
、
青

年
部
に
と
っ
て
今
後
必
要
と
な

る
知
識
や
考
え
方
を
、
資
料
を

用
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
の
青
年
部
で

は
、
家
族
参
加
型
の
行
事
、
地

参
加
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

今
回
は
、
青
年
部
員
同
士
が
よ

り
親
し
く
な
れ
る
よ
う
、
参
加

対
象
を
青
年
部
員
と
そ
の
家
族

か
ら
青
年
部
員
の
み
へ
と
変
更

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

域
貢
献
活
動
、
普
段
交
流
の
少

な
い
組
合
員
と
の
名
刺
交
換
な

ど
を
通
じ
て
、
青
年
部
の
輪
を

広
げ
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

講
演
後
は
４
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
「
資
材
不
足
の
影
響
」

「
人
材
不
足
の
影
響
と
人
材
確
保
」

「
仕
事
確
保
と
受
注
努
力
」
「
若

手
技
能
者
の
育
成
と
技
術
継
承
」

「
Ｄ
Ｘ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」
に
つ

い
て
分
散
会
を
行
い
ま
し
た
。

分
散
会
後
は
懇
親
会
会
場
に

移
動
し
、
食
事
を
し
な
が
ら
仕

事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
話
、
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
を

通
じ
て
、
各
県
連
青
年
部
の
方

々
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
髙
野
執
行
委

員
長
に
よ
る
始
球
式
か
ら
始
ま

り
、
２
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
レ
ー
ン
ご
と
に
声
を

掛
け
合
い
な
が
ら
、
真
剣
勝
負

の
中
に
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

上
位
３
人
の
入
賞
者
と
ブ
ー
ビ
ー

賞
の
参
加
者
に
は
賞
品
を
用
意

し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。ボ

ウ
リ
ン
グ
終
了
後
は
、
Ｂ

Ｂ
Ｑ
に
よ
る
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
食
事
を
囲
み
な
が
ら

仕
事
や
近
況
を
語
り
合
う
な
ど
、

地
連
や
世
代
を
越
え
て
親
睦
を

深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

今
回
の
交
流
会
は
、
青
年
部

２
日
目
は
建
設
山
口
本
部
会

館
に
会
場
を
移
し
、
前
日
の
分

散
会
内
容
の
発
表
・
報
告
を
各

グ
ル
ー
プ
で
行
い
ま
し
た
。
建

設
業
の
今
後
の
仕
事
の
在
り
方
、

技
術
継
承
、
若
手
技
能
者
に
ど

う
向
き
合
い
伝
え
て
い
く
か
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
国
地
協
青
年
部

統
一
行
動
と
し
て
、
維
新
百
年

記
念
公
園
で
清
掃
活
動
を
行
い
、

全
体
で
ゴ
ミ
袋
６
袋
ほ
ど
の
ゴ

ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。

中
国
地
協
で
の
青
年
部
行
事

は
年
２
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
交
流
を
深
め
、
中
国
地

協
青
年
部
と
広
島
建
労
青
年
部

を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
ま
す
。

員
同
士
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義

な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
青
年
部
で
は
活
動
の

情
報
発
信
を
目
的
に
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ

ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
行
事
や
活
動
の
様

子
を
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

次
回
の
青
年
部
活
動
は
10
月

４
日(

日)

、
庄
原
北
公
園
で
モ

ル
ッ
ク
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
青
年
部
員
が
参
加
し
や

す
く
、
仲
間
同
士
で
交
流
を
深

め
ら
れ
る
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
ま
す
。

グッとくる
標語を是非
お願いします

インスタ
見てね!

ボ
ウ
リ
ン
グ
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ

世
代
を
越
え
て
親
睦
深
め
る

青
年
部
の
取
り
組
み

活
動
事
例
を
共
有

青 年 部
交 流 会

中国地協
青年部
交流集会

い
い
交
流

だ
っ
た
！
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資格の異動など　速やかに届け出を

51015202530354045 510152025303540445建設国保からのお知らせ 広島県建設国民健康保険組合

医師・保健師・看護師等の有資格者が、
24時間いつでも電話・チャットボット
にて無料でご相談を承ります。

からだスマイルサポート24

24時間年中無休通話料無料

主な相談内容

健康相談事業

健康相談、医療相談、介護相談、育児相談、
メンタルヘルスの相談、医療機関情報等の
提供など

0120-145-061

　建設国保は自主運営の組合ですが、法律に基づいて認可された公法人であり、国か
ら多額の補助金を受けています。
　そのため全ての面で適正な運営を行う必要があり、被保険者資格にかかわることや
組合員さんの職種・勤める事業所に関することなど、変更が生じた場合には迅速な届
け出をすることが定められています。
　組合員さんは変更が生じた場合には、必ず所属の地域連合へ届け出をしてください。

実態調査にご協力をお願いします
　今年も家族被保険者として建設国保に入られている18歳～65歳未満の方（配偶
者は除く）を対象に実態調査を行います。これは被保険者資格の適正な適用を行っ
ていくために、毎年実施している調査です。
　11月～12月ごろ、所属の地域連合より対象者の実態をお尋ねする照会のハガキ
や電話などがあります。家族被保険者の中に対象者がいらっしゃる組合員さんは、
照会がありましたら、調査にご協力いただき、届け出が必要な場合には速やかに
手続きを行うようにしてください。

資格確認書・資格情報通知書（資格情報のお知らせ）
　　再交付・再通知について
　資格確認書の再交付について、紛失した資格確認書を不正利
用されることが少なくないため、資格確認書を保管する際は十

分気をつけていただくようよろしくお願いします。また、資格情報通知書（資格情
報のお知らせ）についても、単体で医療機関を受診することは出来ませんが、資
格確認書と同様に十分気をつけて保管していただくようよろしくお願いします。
　なお、再交付・再通知理由として、家に保管していたが探しても見つからない
などの他に、盗難にあったなど事件性に関するものもあります。建設国保ではこ
れらの理由をきちんと把握した上で再交付しなくてはなりませんので、申請の際
には再交付・再通知理由の欄を詳しく記入していただくようお願いします。

資格確認書
　　

用
分気を け ただ

注意

事
業
所
の
届
け

個
人
の
届
け

　建設国保では、組合員さんの就労状況やお勤めの事業所などを把握させていた
だいております。これは組合員資格の認定や国からの補助金の算定など、大変重
要なものですので、以下のようなことが生じたときには必ず所属の地域連合で手
続きを行ってください。
　また、届け出には必ず変更を確認するための書類を添付していただかないとい
けませんので、不明のときは所属の地域連合事務所、または建設国保へお問い合
わせ下さい。

◎法人事業所の事業主・個人事業所の事業主・屋号を持っている
　一人親方の方に届け出ていただきます。
・事業所の住所・名称（屋号を含む）・代表者等を変更した
・事業所を法人化した
・法人事業所を解散した
・個人事業所で常用の従業員が5人以上になった等

◎組合員さん一人一人に届け出ていただきます。
・勤め先が変わった
・一人親方、職人だったが、事業所の従業員として勤め始めた
・事業所の従業員だったが退職し、一人親方、職人として働き始めた等

こんなときには届け出を!!

保険料にかかわる種別区分  申告期間10月1日～31日まで

種別区分変更申告のときの注意

　10月1日～10月31日までの１ヶ月間は、国民健康保険料にかかわる種別区分の
変更申告期間です。
　代替わりで事業主になった、事業所を退職して一人親方となった、またその反
対に一人親方として仕事をしていたが事業所の従業員になった等、就労状況が以
前と変わっている組合員さんは所属されている地域連合へ申告をしてください。
　ただし、この種別区分の変更申告は、令和8年10月1日時点での就労状況が以前
と変わっている場合に申告していただくものです。
　なお、種別が3種～5種で令和9年4月1日時点の年齢が35歳、25歳、20歳とな
る組合員さんは、年齢によって来年度からの種別が変更になります。これについ
ては自動的に2種、3種、4種へそれぞれ変更となりますので、地域連合への申告
は不要です。
　不明な点などありましたら、所属の地域連合へお問い合わせください。

⑴第1種から第2～5種へと変更になる場合には、事業主または親方の証明が必要です。
⑵今回の変更申告に基づく新保険料は、令和9年4月分からです。
⑶変更申告のない場合は、現在の種別に基づいて令和9年度の保険料を定めます。た
だし、年齢によって種別が変更となる組合員さんは、自動的に種別を変更し、変更
後の種別に基づいて令和9年度

　の保険料を定めます。
⑷年度途中での種別の変更は
　行いません。

第1種(一人親方・事業主)
変更の場合は申告を
（職人・従業員）

第2種
(35歳以上)

第3種
(25～34歳)

第4種
(20～24歳)

第5種
(20歳未満)

参加対象者 ・被保険者全員：組合員世帯で一枚のビンゴ表で参加となります。

参加方法
・「健康づくりビンゴ表」にある保健事業を参加対象者の方が利活用すれば1マスがクリア。
　クリアしたマスで縦横斜めの列をそろえ、１列完成で１ビンゴ。クリア方法については、裏面をご覧ください。

応募資格
・令和８年度中に被保険者資格を有する組合員とその世帯員
　（令和９年３月31日時点において組合員が被保険者資格を喪失していると応募できませんので注意してください。）

対象期間 ・令和８年度（令和８年４月１日から令和９年３月31日までの一年間）

応募方法
・国保組合から送付する応募要項に同封の応募ハガキ(応募期間前に送付予定)に必要事項を記入して頂き、
　完成した列数に応じて対象商品から希望の品を選択して応募。

応募期間 ・応募期間　令和９年５月１日から令和９年５月31日まで（当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせて頂きます。）

対象商品

★１ビンゴ        ①商品券(1,000円) ②図書カ－ド(1,000円)
(およそ3,000人) ③賞品(農協等と契約した数品のうちからひとつ）【・米  ・広島菜漬セット  など】

★２ビンゴ　　　　①商品券(2,000円) ②図書カ－ド(2,000円)
(およそ2,000人) ③賞品(農協等と契約した数品のうちからひとつ）【・米  ・こだわりドレッシングセット  など】

★３ビンゴ　　　　①商品券(3,000円) ②図書カ－ド(3,000円)
(およそ2,000人) ③賞品(農協等と契約した数品のうちからひとつ）【・Aコープマーク品詰合せセット  ・JAひろしまの柑橘果汁詰合せ  など】

※各ビンゴとも①～③の賞品からお選びください。
※農協契約賞品は変更となる場合があります。応募ハガキ送付時に確定した商品をご案内します。

『健康づくりビンゴ』に参加しませんか！

★『健康づくりビンゴ』について★

　当国保組合では、被保険者の皆さんに健康づくりに
対する関心を持ってもらうため「健康づくりビンゴ」
を行っています。
　完成したビンゴ数に応じて、対象商品の中から希望
の品を選んで応募していただき、抽選により当選者に
商品をお送りします。なお、抽選に外れた場合でも、
図書カード（500円）をお送りします。
　健康づくりのきっかけとして、ぜひ皆様でご参加く
ださい。

広島県建設国民健康保険組合：広島市西区横川新町１３-１２　TEL０８２-２９１-５８９４

※1マスの中に複数の項目がある場合、いずれか1つを利用し
ていただくとそのマスはクリアとなります。

★『健康づくりビンゴ』表★

農協等契約賞品イメージ

広島県建設国民健康保険組合
ホームページをご活用ください
広島県建設国民健康保険組合

https://hkensetsu.or.jp
検索
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9月1日の
組織人員
11,622人

労働安全標語

内　容 件数
転 倒 ３
転 墜 落 ３
切 れ ・ こ す れ ３
飛 来 ・ 落 下 ２
打 撲 ・ 捻 挫 １
交 通 事 故 １
激 突 １
そ の 他 １

計 15

地連名 件数
第２地連 芦 品 ２（１）
第３地連 しまなみ （１）
第４地連 広島中央 １
第７地連 広 島 ２（１）
第８地連 広 島 西 １（３）
第９地連 広 島 北 （１）
第10地連 高 陽 １
第11地連 三 次 （１）

計 ７（８）
（　）内は一人親方
労災事故発生原因

労働災害地連別件数一覧表
令和8年8月分

労災保険に入りましょう

令
和
７
年
度
・
佳
作

ど
ん
な
時
で
も

　
　
　
あ
せ
る
心
が

事
故
の
も
と

第
１
地
連
福
山

岩
原

昇
二

さ
ん

※
あ
く
ま
で
予
定
で
す(

後
日
変
更
あ
り)

。
詳
細
は
県
本
部

ま
た
は
所
属
の
地
連
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

夢
中
に
な
っ
て
作
品
づ
く
り

完成しただるまと共に

説
明
を
熱
心
に
聞
く
参
加
者

子
供
木
工
教
室
に
15
人
参
加

「
作
る
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
」

子
供
木
工
教
室
開
催

世
界
に
一
つ
の
宝
物

第６地連第６地連
江 田 島江 田 島

第３地連第３地連
しまなみしまなみ

【
教
宣
専
門
委
員
・
新
川
兼

光
】
８
月
23
日(
日)
に
第
３
地

連
し
ま
な
み
地
連
会
館
２
階
で

夏
休
み
の
取
り
組
み
と
し
て
「
子

供
木
工
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
８
人
の
こ
ど
も

た
ち
は
、
事
前
に
用
意
さ
れ
た

木
材
キ
ッ
ト
を
使
っ
て
小
物
箱

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
鋸
や
、
ま
っ
す
ぐ

【
賃
対
副
専
門
委
員
・

西
濵
流
世
】
８
月
２
日

(

日)

、
能
美
市
民
セ
ン

タ
ー
で
「
子
供
木
工
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

小
学
生
15
人
と
保
護
者

の
方
が
参
加
し
、
８
人

の
講
師
の
指
導
の
も
と
、

組
み
立
て
式
の
イ
ス
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し

た
。参

加
者
は
親
子
で
協

力
し
な
が
ら
、
木
材
の

に
打
て
な
い
ビ
ス
に
苦
戦

し
な
が
ら
も
、
プ
ロ
の
手

を
借
り
て
少
し
ず
つ
形
を

整
え
て
い
き
ま
し
た
。
最

後
は
思
い
思
い
の
色
を
丁

寧
に
塗
り
、
世
界
に
一
つ

だ
け
の
宝
物
が
完
成
。
苦

労
し
て
や
り
遂
げ
た
達
成

感
と
、
子
供
た
ち
の
キ
ラ

キ
ラ
し
た
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
、
に
ぎ
や
か
な
１
日
と

な
り
ま
し
た
。

組
み
立
て
や
工
具
を
使
っ
た
作

業
を
体
験
し
ま
し
た
。
最
初
は

子
供
た
ち
も
道
具
の
扱
い
に
戸

惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に

慣
れ
て
い
き
、
集
中
し
て
積
極

的
に
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

完
成
し
た
イ
ス
を
嬉
し
そ
う
に

眺
め
る
姿
も
見
ら
れ
、
保
護
者

の
方
か
ら
は
「
良
い
体
験
に
な

り
ま
し
た
」
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
か
ら
は
「
難
し
か
っ

た
」
「
し
っ
か
り
し
た
イ
ス
が

で
き
た
」
「
作
る
こ
と
が
楽
し

か
っ
た
の
で
、
ま
た
参
加
し
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
大

人
に
な
っ
た
ら
建
設
業
で
働
い

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
か
」
の

問
い
に
「
い
い
え
」
が
多
か
っ

た
点
は
少
し
残
念
で
し
た
が
、

「
も
の
づ
く
り
が
す
き
に
な
り

ま
し
た
か
」
の
問
い
に
は
全
員

が
「
は
い
」
と
回
答
し
て
お
り
、

た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
教
室
を
通
じ
て
、
木

に
触
れ
な
が
ら
も
の
づ
く
り
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
親
子
の
交
流
や
参
加
者

同
士
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
し

て
開
催
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　

15
日
〜
16
日

全
建
総
連
第
67
回
定
期
大
会（
静
岡
）

　
　

16
日

第
５
地
連
特
定
健
診（
安
芸
津
）

　
　

18
日

第
１
地
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　

第
５
地
連
特
定
健
診
・
肺
が
ん
ア
ス
ベ
ス
ト
検
診（
呉
）

　
　

21
日

主
婦
の
会
県
内
交
流
集
会

　
　
　
　
　

第
４
地
連
特
定
健
診(

バ
ン
ブ
ー
・
ジ
ョ
イ
・ハ
イ
ラ
ン
ド)

　
　

24
日
〜
25
日

第
４
地
連
特
定
健
診（
三
原
市
中
央
公
民
館
）

　
　

26
日

第
10
地
連
主
婦
の
会
料
理
講
習
会

　
　

29
日

第
２
地
連
特
定
･
節
目
健
診（
新
市
交
流
館
）

　
　

30
日

第
10
地
連
特
定
健
診

　
　

５
日

国
保
理
事
会

　
　

７
日

第
１
地
連
技
術
部
合
同
見
学
会

　
　

８
日

第
８
地
連
特
定
健
診
･
節
目
が
ん
検
診

　
　
　
　
　

第
10
地
連
親
睦
旅
行

　
　

12
日

第
８
地
連
税
金
学
習
会

　
　

15
日

第
１
地
連
税
金
学
習
会

　
　
　
　
　

第
８
地
連
日
帰
り
旅
行

　
　

17
日

第
１
地
連
料
理
教
室

　
　

25
日

第
10
地
連
主
婦
の
会
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
習
会

　
　

26
日

監
査
会

　
　

27
日

主
婦
の
会
各
地
連
会
長
会
議

　
　

29
日

第
１
地
連
特
定
健
診（
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

▼
10
〜
11
月
の
行
事
予
定
▲

10月11月

クイズ正解者の中から抽選で10名様にクオ
カード（500円分）をプレゼント！ヒント
は、広島建労ホームページの「関連機関」
からご確認ください。

問題： 広島県建築共同職業訓練校へ入校するための資格と
して、正しいものを次の３つのうちから１つ選んで下さい。
　① 入校年の３月現在において、16歳以上である
　② 入校年の３月現在において、18歳以上である
　③ 入校年の３月現在において、20歳以上である
【応募方法】
クイズの答えと、今月の「広建新報」への一言感想(必須)をそえて、
以下のいずれかの方法でご応募ください。(締め切りは2026年10月31
日(土)［消印有効］)
1)FAXで応募：所属地連事務所へ「①クイズの答え、②今月の「広建新
報」についてのひとこと感想、③郵便番号、④住所、⑤氏名、⑥電話番
号、⑦所属地連名」を広島建労・県本部までFAX(082-294-0248)送信
2)ハガキで応募：ハガキにFAX応募方法の①～⑦をご記入のうえ、広島
建労・県本部までご郵送ください。
(〒733-0013　広島県広島市西区横川新町8-12/消印有効)
3)Googleフォーム：記事右のQRコードを読み取って、
Googleフォームにしたがって送信してください。
※前回の広島建労クイズの答え：  ② Instagram

建労HP

Googleフォーム

★広島建労クイズ★ 教育宣伝部

【10万円企画】秘密のキーワード

広島建労

プレゼントキャンペーンを実施します!

入 校 の
申込期間 令和8年10月1日～翌年1月29日まで

68期入校生を募集

定員は10名先着順

電話：082-292-7798
入校申し込み、訓練時間、入校金、授業料などのお問い合わせ先

一般社団法人 広島建築共同職業訓練協会・広島県建築高等職業訓練校

の技を身につけよう
匠

資格取得(建築士・技能士)を目指そう

〒733-0013  広島市西区横川新町8-12

【
県
・
主
婦
の
会
副
会
長
・

竹
田
美
由
起
】
連
日
の
猛
暑
が

続
く
中
、
８
月
26
日(

水)

、
島

根
県
松
江
市
の
松
江
ニ
ュ
ー
ア

ー
バ
ン
ホ
テ
ル
で
、
中
国
地
協

主
婦
交
流
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
広
島
建
労
か
ら
８
人
が

参
加
し
、
４
県
連
・
組
合
30
人

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
講
演
で
は
、
「
全
建
総

連
っ
て
な
に
ぃ
？
お
父
さ
ん
の

組
織
を
も
っ
と
身
近
に
〜
全
建

総
連
の
役
割
と
、
主
婦
の
会
が

つ
な
ぐ
安
心
の
輪
〜
」
と
題
し
、

竹
谷
組
織
部
長
か
ら
全
建
総
連

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
最
後
に
「
組
合

は
助
け
合
い
の
精
神
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
全
建
総
連
を
支
え

て
い
る
の
は
主
婦
の
会
で
す
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
お
願
い
し
ま

す
。
そ
し
て
、
戦
略
的
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
県
連
・
組
合
か

ら
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

慰
霊
祭
に
献
納
す
る
折
鶴
作
り

や
、
プ
ル
タ
ブ
回
収
に
よ
る
車

椅
子
寄
贈
運
動
、
ラ
ン
チ
交
流

会
の
開
催
な
ど
、
ど
の
県
連
も

活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
一
部
の
県
連
で
は
、
会

員
へ
の
お
知
ら
せ
に
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ

ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
ス
マ
ホ
時
代
に

遅
れ
な
い
よ
う
取
り
組
む
必
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。

交
流
会
の
最
後
は
、
交
流
企

画
・
も
の
づ
く
り
体
験
「
縁
結

び
リ
ボ
ン
だ
る
ま
作
り
」
で
す
。

島
根
で
唯
一
の
だ
る
ま
職
人
と

し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
堀
江
努

氏
を
迎
え
、
暦
や
風
水
か
ら
自

分
の
色
を
確
認
し
た
あ
と
、
24

枚
の
色
紙
を
受
け
取
り
、
だ
る

ま
に
貼
っ
て
世
界
で
１
つ
の
自

分
だ
け
の
だ
る
ま
を
作
り
ま
し

た
。
色
と
り
ど
り
の
色
紙
を
前

に
、
つ
い
好
き
な
色
を
選
ん
で

し
ま
い
、
自
分
の
色
は
ど
こ
へ

や
ら
。
乾
燥
機
で
乾
か
し
顔
や

模
様
を
描
い
て
完
成
し
ま
し
た
。

夕
食
懇
親
会
で
は
、
各
県
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
し
物
で
盛

り
上
が
り
、
交
流
が
さ
ら
に
深

ま
り
ま
し
た
。
女
性
の
パ
ワ
ー
を

実
感
す
る
、
に
ぎ
や
か
な
会
と

な
り
ま
し
た
。

パンフレットはこちら
の訓練校HPより

広島建労LINE公式アカウントに友だち登録した組合員を対象に、豪華賞品
（総額10万円）が当たるキャンペーンを実施します。広建新報の中に隠された
「秘密のキーワード」を LINEで送信すると、応募ページの案内が自動で送られます。
案内から応募ページを開き、必要事項を入力・送信することで企画に参加できます。
記事を読みながら、ぜひ探してみてください
応 募 期 限：2026年10月26日(月)まで
企画対象者：2026年11月30日(月)時点で組合員の方
手続きの流れ：
 STEP1　広島建労LINE公式アカウントに「秘密のキーワード」を送信
 STEP2　返信された案内から応募ページを開き、「メールアドレス、名前、電話番号、
　　　　　生年月日、応募賞品、アンケート」を入力して送信
STEP3　2026年12月1日以降に抽選を実施し、当選者へ賞品を発送

組合員・LINE友だち限定企画
総額 10万円分の豪華賞品が当たる！ 女

性
の
パ
ワ
ー
を
実
感

に
ぎ
や
か
な
交
流
集
会
に

中国地協
主 婦
交流集会

2026年（令和8年）10 月 10 日 発行第 825 号 （4）


